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私
は
現
在
の
い
わ
き
市
久
之
浜
町
に
出
生
。
山
あ
り
、
川
あ
り
、
東
に
太
平
洋
が
広
が
る
と
い
う
頗

る
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
に
あ
り
、
東
北
の
湘
南
の
名
に
価
す
る
地
と
思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
を
卒
業
す

る
ま
で
の
十
八
年
間
は
、
穏
や
か
で
暖
か
い
人
達
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
思
い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。
ピ

ン
ク
色
の
ア
カ
ヤ
シ
オ
の
咲
き
誇
る
阿
武
隈
山
系
の
一
つ
で
あ
る
三
森
山
の
ふ
も
と
か
ら
流
れ
て
く
る
、

水
量
豊
か
な
大
久
川
を
眺
め
て
は
思
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
川
の
鮭
の
よ
う
に
、
広
い
太
平
洋
を
伸
び
伸

び
と
泳
ぎ
、
い
つ
の
日
か
こ
の
故
郷
に
帰
っ
て
こ
よ
う
と
・
・
・
・。 

 

と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
と
津
波
、
そ
の
一
ヶ
月
後
の
四
月
十

一
日
の
大
余
震
の
襲
来
は
今
ま
で
に
培
っ
て
き
た
人
生
が
皆
無
に
な
る
の
で
は
と
思
う
ほ
ど
の
恐
怖
を

感
じ
た
。
久
之
浜
の
生
家
は
津
波
に
押
し
流
さ
れ
、
町
の
繁
華
街
は
津
波
と
そ
の
後
の
火
災
に
見
舞

わ
れ
壊
滅
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
の
付
属
診
療
所
、
院
長
住
宅
も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の

方
々
の
援
助
の
も
と
に
や
っ
と
の
事
、
三
ヶ
月
後
の
復
活
で
し
た
。
本
院
の
須
田
医
院
、
管
理
を
任
さ

れ
て
い
る
特
老
は
建
物
の
内
外
壁
の
一
部
損
傷
や
受
水
槽
の
損
壊
が
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
職
員
の

一
致
団
結
に
よ
り
休
診
や
施
設
封
鎖
す
る
こ
と
な
く
地
域
医
療
や
福
祉
に
邁
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
も
懸
命
な
長
年
に
わ
た
っ
て
の
努
力
と
経
験
が
地
域
の
方
々
に
認
め
ら
れ
、
且
つ
多
く
の

皆
様
か
ら
の
援
助
が
あ
っ
た
お
蔭
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
時
期
で
あ
る
か
ら
こ
そ
今
ま
で

経
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
、
今
後
の
在
り
様
に
つ
い
て
の
ご
指
導
を
同
窓
の
諸
兄
姉
に
賜
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
思
い
筆
を
執
り
ま
し
た
。 

 

大
学
卒
業
後
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
附
属
病
院
で
。
昭
和
四
十
一
年
か
ら
は
、
大

学
院
生
と
し
て
、
尊
敬
す
る
第
二
外
科
遠
藤
信
一
郎
教
授
に
師
事
。
同
時
に
基
礎
的

研
究
も
必
要
と
の
ご
指
示
が
あ
り
、
第
二
生
理
学
の
博
識
豊
か
な
塚
原
進
教
授
の
も

と
で
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
塚
原
教
授
は
福
医
大
に
着
任
ま
も
な
く
で
あ
り
、
福
医
大
生

と
し
て
は
、
我
々
が
初
め
て
の
教
え
子
で
あ
っ
た
。
兎
に
も
角
に
も
、
研
究
生
活
は
楽
し

か
っ
た
、
の
一
言
に
尽
き
る
。
特
に
、
第
二
外
科
・
第
二
生
理
学
の
医
局
員
の
共
同
研
究

で
の
思
い
出
は
数
多
く
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
中
で
も
超
音
波
に
よ
る
検
査
（
今
日
こ

れ
ほ
ど
の
隆
盛
を
見
よ
う
と
は
）、
誘
発
脳
波
の
検
査
（当
時
は
１
０
２
４
ビ
ッ
ト
で
の
検

討
で
あ
り
今
日
と
は
隔
世
の
感
あ
り
）
、
炭
素
繊
維
や
液
晶
の
電
気
通
電
性
の
検
討
、

脳
神
経
外
科
患
者
の
術
前
・
術
中
・
術
後
の
脳
脊
髄
液
や
隋
液
圧
の
検
討
（
中
で
も
髄

液
測
定
中
の
、
突
発
的
に
持
続
髄
圧
上
昇
の
状
態
を
呈
す
る
現
象
「
プ
ラ
ト
ー
ウ
ェ
イ

ブ
」は
、
今
も
っ
て
不
可
解
な
現
象
で
あ
っ
た
と
思
う
。
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
）
等
々
・
・
・
。
十
三
年
間
、
上
記
の
よ
う
な
研
究
生
活
を
送
れ
た
こ
と
は
、
幸
せ
で

あ
っ
た
し
、
こ
れ
も
大
学
と
い
う
組
織
の
中
で
保
護
さ
れ
、
医
局
や
同
窓
会
の
支
援
を

受
け
て
の
こ
と
と
感
謝
す
る
次
第
で
す
。 

 

こ
つ
こ
つ
と
ひ
た
す
ら
に
忍
耐
強
く
仕
事
を
続
け
れ
ば
何
か
を
得
る
の
で
し
ょ
う
が
、
そ

こ
は
凡
人
の
凡
人
た
る
所
以
で
、
研
究
生
活
で
の
能
力
に
限
界
を
感
じ
、
臨
床
の
第
一

線
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。
白
石
市
の
公
立
刈
田
総
合
病
院
に
勤
務
。
こ
こ
で
も
経
験
豊

か
な
同
窓
先
輩
諸
氏
に
暖
か
く
ご
教
導
を
い
た
だ
き
、
医
師
と
し
て
数
多
く
の
経
験
を

積
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
福
島
市
で
の
十
九
年
間
に

別
れ
を
告
げ
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
、
い
わ
き
市
小
島
町
に
開
業
。
年
中
無
休
で
頑
張

っ
た
。
当
時
、
い
わ
き
市
に
は
数
名
の
同
窓
生
だ
け
で
先
輩
の
大
歓
迎
を
受
け
た
の
が
昨

日
の
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
（
現
在
は
、
一
三
〇
名
以
上
の
同
窓
生
が

勤
務
医
・開
業
医
と
し
て
地
域
医
療
、
福
祉
活
動
に
参
加
し
、
当
時
を
思
う
と
目
を
見

張
る
ば
か
り
の
勢
い
で
す
）
昭
和
五
十
七
年
リ
ハ
ビ
リ
棟
増
築
。
昭
和
六
十
年
附
属
久

之
浜
医
院
開
設
。
調
子
に
乗
っ
て
昭
和
六
十
一
年
塩
屋
崎
病
院
開
設
。
平
成
十
五
年

介
護
老
人
福
祉
施
設
『
望
洋
荘
』
、
平
成
二
十
三
年
に
は
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福

祉
施
設
せ
ん
し
ょ
う
苑
、
等
の
介
護
施
設
開
設
。
と
目
ま
ぐ
る
し
い
三
十
三
年
間
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
三
十
三
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
開
業
後
の
十
年
間
は
外
来
と
入
院

患
者
の
診
療
の
多
忙
さ
に
明
け
暮
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
医
師
会
活
動
に
は
無
関
心

で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
に
事
も
な
く
診
療
経
営
に
携
わ
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れ
た
の
は
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
医
師
会
や
行
政
、
同
窓
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
そ
の
様
な
折
に
医
師
会
か
ら
理
事
就
任
と
し
て

の
要
請
あ
り
、
現
在
も
能
力
不
足
を
十
分
に
認
識
し
な
が
ら
も
二
十
年
余
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て

い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
医
師
会
会
員
の
医
療
活
動
支
援
は
も
と
よ
り
、
行
政
か
ら
の
委
託
に
よ

る
医
療
、
保
健
予
防
、
福
祉
事
業
等
へ
の
協
力
、
特
に
平
成
十
二
年
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
開
始

に
あ
た
っ
て
の
事
前
準
備
は
大
変
だ
っ
た
な
と
思
い
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。 

更
に
は
、
医
師
と
し
て
市
民
へ
の
医
療
・
保
健
・
介
護
福
祉
活
動
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
他
に
地
域

に
還
元
で
き
る
も
の
は
何
か
な
い
も
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
福
島
支
部
を
誘
致
し
健

康
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
県
内
各
地
に
て
活
動
。
こ
れ
に
関
し
て
は
市
の
み
な
ら
ず
県
内
の
同
窓
会
員
に
は
多

大
の
賛
意
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
娯
楽
の
面
で
は
、
市
民
に
健
康

な
笑
い
を
届
け
る
目
的
で
「
い
わ
き
寄
席
」
を
開
始
。
二
十
年
余
に
わ
た
り
続
け
て
お
り
、
現
在
百
十

八
回
（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
時
点
百
二
十
回
）
を
数
え
て
お
り
ま
す
。
勿
論
の
こ
と
落
語
家
の
絶

大
な
る
支
援
の
も
と
に
開
催
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
自
分
だ
け
の
ア
イ
デ
ア
と
力
量
で
成
せ

る
も
の
で
は
な
く
多
く
の
方
々
の
支
援
と
協
力
あ
っ
て
も
の
と
常
に
感
謝
し
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
こ
と

が
大
事
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。 

あ
っ
と
い
う
間
の
無
我
夢
中
の
我
が
医
療
人
生
で
あ
っ
て
、
若
か
り
し
き
頃
、
広
い
太
平
洋
と
の
思

い
は
あ
っ
た
が
、
結
局
は
故
郷
の
大
久
川
河
口
付
近
の
海
を
五
十
年
間
泳
い
だ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？ 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
日
、
我
々
医
師
を
取
り
巻
く
環
境
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

医
師
自
身
が
自
己
中
心
的
に
な
り
す
ぎ
、
職
業
的
良
心
を
失
い
つ
つ
あ
る
の
が
原
因
な
の
か
、
且
つ
又
、

価
値
観
の
多
様
化
か
、
徒
に
マ
ス
コ
ミ
等
の
も
た
ら
す
情
報
過
多
に
起
因
す
る
も
の
な
の
か
。
誠
に
難

し
い
も
の
で
す
。
今
こ
そ
、
医
師
と
し
て
、
よ
り
広
い
医
学
知
識
、
繊
細
な
感
受
性
に
包
ま
れ
た
新
し
い

知
性
（
優
し
さ
）
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
認
識
を
強
く
持
ち
、
私
は
せ
め
て

狭
い
範
囲
で
も
地
域
に
根
ざ
し
た
「
や
ぼ
っ
た
い
医
師
」
に
な
ら
ん
こ
と
を
心
が
け
、
今
後
の
人
生
を
歩

み
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
同
窓
生
諸
兄
姉
の
ご
指
導
を
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

望
洋
荘
の
十
周
年
・
毎
月
発
行
し
て
い
た
便
り
百
二
十
号
を
記
念
し
、
福
島
医
大
の
同
窓
会
報

（
第
四
十
二
号
・
平
成
二
十
五
年
二
月
発
行
）
に
書
い
た
文
章
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
望

洋
荘
の
開
設
を
含
め
た
私
の
人
生
の
一
端
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸
い
で
す
。 

 

                              

介護老人福祉施設 望洋荘 

フ
ラ
ダ
ン
ス
披
露 

 

お
刺
身
祭
り 

11月23日(金)午前10時より、塩屋岬ホールにおいて、

スパリゾートハワイアンズ OB／アルファ会様よる、フラダンス

披露が催されました。初めにアルファ会代表の五十嵐昇様

の挨拶の後、歌謡ショーが披露されました。次に、本田正子

講師の紹介で映画フラガール主題歌♪フラガール～虹を

～の曲を始めとして、しなやかな踊りが次々と披露されまし

た。最後に恒例になっております、入居者様全員と握手をし

て記念撮影を行いました。 

 11 月 27 日（水）午後より、お刺身祭りを行いまし

た。メバチマグロ・びんちょうマグロ・中落ち（カッチャ

キ）･サーモン･鯛など、超新鮮なお刺身ばかりを、大

皿に盛り付けていただき、お昼に合わせて食べまし

た。久しぶりのお刺身に、皆さん、「美味しい」と言いな

がら、とてもご満悦に食されておりました。 



2013年    望洋荘便り    43 頁 

                               

   

十
一
月
三
日 

(

日) 

午
後
三
時
よ
り 

「
ケ
ー
キ
バ
イ

キ
ン
グ
」を
開
催
し
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
プ
チ
ケ
ー
キ

や
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
ト
レ
イ
に
乗
せ
て
入
居
者
様
に
好
き

な
物
を
好
き
な
だ
け
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
女
性
の
入
居

者
様
に
は
大
変
好
評
で
し
た
が
、
や
は
り
男
性
に
は
い
ま

ひ
と
つ
な
の
か
？
新
聞
記
事
の
方
が
魅
力
的
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
「
ぬ
い
ぐ
る
み
抽
選
会
」
は

盛
況
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
紐
を
付
け
、

入
居
者
様
一
本
ず
つ
紐
を
引
い
て
も
ら
い
当
っ
た
ぬ
い
ぐ

る
み
が
貰
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ど
ん
な
ぬ
い
ぐ
る
み
が

当
た
る
の
か
？
み
ん
な
で
じ
っ
と
見
つ
め
、
時
に
は
笑
い
が
、

時
に
は
溜
息
が
出
た
り
と
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

               

   

十
一
月
二
五
日 

(

月) 

正
午
十
二
時
よ
り
、
釜
虎
か
ら

出
前
を
取
っ
て
「
釜
飯
昼
食
会
」
を
み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト
で

開
催
し
ま
し
た
。
事
前
に
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
食
べ
た
い
物
を

聞
き
取
り
注
文
し
ま
し
た
。
今
回
の
人
気
は
一
位
が
「
う

な
ぎ
釜
飯
」
次
に
「
う
に
釜
飯
」
で
し
た
。
普
段
で
は
食
べ
ら

れ
な
い
ご
馳
走
に
皆
様
、
目
元
口
元
が
緩
み
ぱ
っ
な
し
で
し

た
。
好
き
な
物
、
美
味
し
い
物
を
食
べ
る
と
人
間
は
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
る
ん
だ
な
ぁ
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

み
ん
な
が
、
「
美
味
し
い
」
と
い
う
食
事
を
提
供
出
来
る
よ

う
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                  

地域密着型介護老人福祉施設 せんしょう苑 

ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ 

「釜
飯
」 

昼
食
会
…
み
ま
や
南
ユ
ニ
ッ
ト 
衣
料
品
販
売 

豊
間
地
区
復
興 

支
援
マ
ー
ケ
ッ
ト 

看
取
り
に
関
す
る 

研
修
会 

11 月 17 日（日）午前 10 時より
中之作にある『菊屋商店』さんが衣
料品販売に来荘して下さりました。 
お店でお買物をする雰囲気を楽

しんでいただきたく、商品のレイアウト
も『菊屋』さんの方でお店感覚にして
頂きました。これから、寒くなる時期
ですので、防寒用の上っぱりや厚め
のズボン下等を購入している姿が目
立ちました。 

 11 月 3 日（日）豊間地区復興
支援マーケットに外出しました。震
災から2年8ヶ月が経とうとしていま
すが、まだまだ当時の悲惨な記憶
を忘れることは出来ません。少しで
も復興の支援になればという思いで
毎月第一日曜日に開催していると
の事です。機会があれば、またみん
なで出掛けて楽しみたいと思いま
す。 

11月 26日(火)午後4時より会
議室において、大友先生より『看取
りに関する研修会』を開催していた
だきました。研修会には看護・介
護・事務職員が出席して、看取り
になられた入居者様やその家族へ
の接し方等を講義いただきました。 
丁寧な講義内容で職員の認識

を深めることが出来ました。大友先
生ありがとうございました。 
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寒
さ
も
段
々
と
厳
し
く
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
な
ど
感
染

症
に
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
気
温
が
低
く
空
気
が
乾

燥
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
に
は
一
番
過
ご
し
易
い
時
期
な
の
で
す
。
入

居
者
様
の
感
染
予
防
と
し
て
、
当
法
人
で
は
、
入
居
者
様
・
職

員
全
員
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
。
面
会
者
様
や
職
員
の

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
及
び
手
指
の
消
毒
の
励
行
な
ど
の
感
染

予
防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
家
族
の
皆
様
も
ご
面
会
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
と
手
洗
い

及
び
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
付
に
マ
ス
ク
を
備
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
望
洋
荘
・
せ
ん
し
ょ
う
苑
と
も
に
手
洗
い
と
手

指
の
消
毒
を
行
え
る
場
所
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
も
し

わ
か
ら
な
い
時
に
は
職
員
に
お
聴
き
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
ご
面
会
の
際
、
体
調
が
優
れ
な
い
時
や
一
週
間
以
内

に
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
い
た
時
、
家
族
の
中
で
も
同

じ
状
況
が
あ
っ
た
時
な
ど
は
、
し
ば
ら
く
の
間
ご
面
会
を
ご
自
粛

く
だ
さ
い
。 

お
越
し
の
際
、
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
の
お
願
い
が
、
玄
関

の
ガ
ラ
ス
や
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
読

み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

感
染
症
は
、
健
常
者
の
方
々
に
は
感
染
し
て
も
軽
い
症
状
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
が
感
染
し
ま
す

と
症
状
も
重
く
、
命
に
も
係
わ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た

め
施
設
と
し
て
は
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
何
卒

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

望  

洋  

荘 

十
二
月  

八
日(

日) 

午
後
二
時
よ
り 

 
 

「十
二
月
合
同
誕
生
会
」 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

  

十
二
月
二
十
二
日
（日
）午
後
二
時
よ
り 

 
 

「
ク

リ

ス

マ

ス

会
」 

塩
屋
岬
ホ
ー
ル 

             

   

せ
ん
し
ょ
う
苑 

十
二
月
十
一
日 (

水) 

午
前
十
一
時
よ
り 

 

「忘

年

会
」 

み
ま
や
東
ユ
ニ
ッ
ト 

十
二
月
二
二
日 (

日) 

午
後 

二 

時
よ
り 

 

「フ
ラ
ダ
ン
ス
」 

み
ま
や
広
場 

十
二
月
二
五
日 (

水) 

午
後 

二 

時
よ
り 

 

「ク
リ
ス
マ
ス
会
」 

み
ま
や
広
場 

            

鈴

木 

さ
つ
子 

十
二 

四

家 

フ
チ
子 

十
二 

 

鈴

木 

正

一 

十
二 

望  

洋  

荘 

月 月 月 

二
二 

十
五 

三 

日 日 日 

様 （日
） 

永 

崎 

ユ
ニ
ッ
ト 

様 （日
） 

豊 

間 
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （
火
） 
勿 

来 

ユ
ニ
ッ
ト 

（八
六
歳
）誕
生
日 

（九
五
歳
）誕
生
日 

（九
一
歳
）誕
生
日 

三

浦  

ユ
キ

子 

十
二 

松

﨑  

貞

子 

十
二 

網

掛   

房

 
 

十
二 

中

村  

武

男 

十
二 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

月 月 月 月 

二
九 

十 六 一 

日 日 日 日 

様 （土
） 

み
ま
や 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

み
ま
や 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

み
ま
や 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

様 （土
） 

み
ま
や 

西
ユ
ニ
ッ
ト 

（九
一
歳
） 

（七
七
歳
） 

（九
二
歳
） 

（八
五
歳
） 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

誕
生
会 

編
集
後
記 

『せ
ん
し
ょ
う
苑
・望 

洋 

荘
』 

便
り 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市
平
豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設 

せ
ん
し
ょ
う
苑 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）３
８
‐
６
３
３
１ 

介
護
老
人
福
祉
施
設           

望 
 

洋 
 

荘 

電 

話 
 

（０
２
４
６
）５
５
‐
７
３
７
３ 

 

【 

十
二
月
の
行
事
予
定  

】 

【 

十
二
月
の
お
誕
生
日  

】 

【 

十
二
月
の
行
事
予
定  

】 

【 

十
二
月
の
お
誕
生
会
予
定 

】 

感
染
症
予
防
に
つ
い
て
の
お
願
い 


